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（4）施設（遊戯室・園庭）の広さと歩数
　図１には園児一人当たりの遊戯室（■）や園庭（□）
の広さと園児の1時間当たりの平均歩数（●）を示
した。遊戯室の広さは，私立幼稚園と私立保育園で
ほぼ同じで，公立幼稚園がそれらの約6.7倍の広さ
を持っていた。園庭の広さは，公立幼稚園が私立幼
稚園の約2.1倍，私立保育園の約3.4倍であった。
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Ⅳ．考察
　幼児の身体活動量の測定には，酸素摂取量，心拍
数や歩数計が用いられている3）。酸素摂取量や心拍
数は，生理的な負担を直接知ることができるが，長
時間の測定では，取り扱いの煩雑さなどから幼児に
使用するには問題がある。これに対し，歩数計は取
り扱いが簡単で，長時間の計測でも幼児の身体的活
動に制限を加えることがないことから，幼児の身体
活動量を知るためのよい方法と考えられる。
　ところで，本調査で得られた歩数は，園生活中の
限られた時間内であったが，降園後に活動している
時間を4時間程度と考えると，公立幼稚園や私立保
育園の園児の歩数は，約10000歩になると推測でき
る。陳ら12）は，保育所園児の１日の歩数を測定し，
活発な園児は16103±1876歩，ふつうの園児は
12409±2611歩，あまり活発でない園児は10038
±32歩であったと報告している。また，武藤ら9）は，
睡眠時を除いた5日間の平均歩数（１日）は，男児
で15395歩，女児で13561歩であったと報告して
いる。本調査で得られた公立幼稚園や私立保育園の
園児の歩数は，陳ら12）のあまり活発でない園児と
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ほぼ同じであり，陳ら12）の活発な園児や武藤ら9）の
報告よりも少ないものであった。私立幼稚園で得ら
れた歩数は，これらよりもさらに少ないものであっ
た。これらの結果は，本調査を行なった幼稚園や保
育園の園児の身体活動量（歩数）は，これまでに報
告されている園児らよりも低いことを示している。
　前橋ら6）は，遊びの環境や保育者のかかわりに
よって幼児の身体活動量が高くなることを報告して
いる。今回調査した公立幼稚園の園庭は，私立幼稚
園に比べて2.1倍の広さで，遊戯室は6.7倍であった
（図１）。２つの幼稚園ともに，調査期間中に園から
外に出る活動がなかったことや，園庭や遊戯室での
園児の遊びに保育者が積極的に関わっていたことを
考えると，２つの幼稚園間の歩数の違いは，園庭や
遊戯室の広さが影響していることが推測される。
　一方，鈴木ら11）は，園庭を持たない保育園の園
児の運動能力を全国値と比較し有意差のないことを
明らかにし，これらの保育園では，近くの公園を活
動の場として使っていることが，運動量を高めてい
るのであろうと報告している。本研究でも，最も園
庭や遊戯室の狭い私立保育園で得られた歩数が，公
立幼稚園とほぼ同じで，私立幼稚園よりも多かった。
この保育園ではほとんど毎日，近くの公園まで散歩
（往復４km）し，そこで30分程度の自由遊びをし
ていることがこのような結果をもたらしたと考えら
れる。これらの結果は，自由に動き回ることのでき
る広い空間のあることが，園児の身体活動量を高め
ることに貢献することを示し，施設の不備は，近く
の公園などを利用することで解消されることを示唆
している。
　公立幼稚園での園児たちの自主的な遊びは観察で
きなかったが，屋内や屋外の私立幼稚園と私立保育
園の遊びを比べると，私立保育園のほうが身体活動
を高める遊びが多かった。また，園庭や公園での園
児たちの遊びの多くが，設置されている遊具を用い
たものであったことを考えると，全身を使うような
遊具を設置することも身体活動量を高めるのに有効
であろう。
　杉原ら10）は，4歳～ 6歳から運動能力に男女差が
現れ，男児は女児に比べて運動能力が高いことを，
また，森ら8）は，3歳～ 5歳児の運動能力に男女差
が見られたことを報告している。本調査では，男児
の歩数が女児に比べて高かった。日常生活中の歩数
と運動能力の間に有意な関係のあることが確かめら
れていることを考えると1,2,8），男女差を生み出す要
因の一つには，日常生活中の身体活動量が考えられ
る。その身体活動量の違いは，男児は全身を使って
行なう遊びを好み，女児は座って行なう遊びを好む
傾向がみられたことが考えられる。すなわち，屋内
（教室や遊戯室）で遊ぶ内容としては，男児はブロッ
ク遊びや戦いごっこ，工作などが多く，女児はまま
ごと，お絵かき，絵本を読む，メロディオンを弾く
などであった。屋外（園庭や公園）の遊びには，あ
まり性差は感じられないものの，リレーをして走り
回ったりジャングルジムに登って遊んでいたのは男
児のほうが多く，女児は花を摘んだり砂遊びをして
いた。このような相違が，身体活動量（歩数）に影
響を及ぼしていたのであろう。
　以上のことから，園児の身体活動量を高めるため
には，自由に遊ぶことのできる広い空間を作り，全
身的な動きを引き出す遊具を設置することであろ
う。また，男女差については，保育者が女児の遊び
に積極的にかかわり，身体活動量を高めるようにす
ることが必要であろう。
Ⅴ．要約
　本研究では公立・私立幼稚園と私立保育園の5歳
児を被験者として，園の規模，園生活中の歩数や遊
びを調査し，歩数に及ぼす園庭や遊戯室の広さにつ
いて検討した。
　公立幼稚園，私立保育園で得られた歩数は，私立
幼稚園で得られた歩数に比べて統計的に有意に高い
ものであった。公立幼稚園と私立幼稚園の歩数の違
いには，遊戯室や園庭の広さが影響していることが
推測できた。
　狭い施設の保育園での歩数が，公立幼稚園とほぼ
同じで私立幼稚園よりも多かった要因の一つには，
私立保育園では，ほとんど毎日近くの公園を利用し
た活動が行なわれていたことが考えられた。
　また，歩数には男女差が認められ，男児は女児に
比べて統計的に有意に高かった。この要因の一つに
は，男児と女児の遊びの違いが考えられた。
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